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梶原 義 史

野田 岡J稔

原田  昇

緒  言

腺扁平上皮癌は,同
一癌病巣に腺癌 と扁平上皮癌が

存在するもので,胃 癌,腺 癌,胆 嚢癌等ではまれなら

ず報告されている1)～"。しかし,肝原発の腺扁平上皮癌

症例は数4/1の報告を見るにすぎない。～".最 近著者 ら

は,左 肝内胆管に発生した腺扁平上皮癌の一手術例を

経験 したので,既 報例 と合わせて本症の臨床像,お よ

び発生機序に関する組織学的検討を加え,報 告する。

症  例

思者 !59歳,女 性

主訴 t黄疸

既往歴 :特記すべきことなし

家族歴 :特記すべきことなし

現病歴 !昭和58年 3月 頃より上腹部不快感を覚え,
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索引用語 :肝内胆管の腺扁平上皮癌,肝 内胆管癌

大村市立病院内科を受診した。諸検査にて胆石症を疑

われ,以 後経過観察されていた。同年 7月 ,同 院にて

内視鏡的逆行性解胆管造P//を施行されたが,胆 管は造

影されなかった。10月になり黄痘を認めるようになっ

たため,同 院に入院 となり,経 皮経肝胆道 ドレナージ

を施行された。 こ の時の胆道造P//にて,左 肝管の陰P//

欠損が認められたため,11月 ,手 術 目的にて長崎大学

第 2外科へ転院 となった。

入院時現症 :身長152cm,体重47kg,栄養良好.脈 拍

64/min・整,緊 張良好.血 圧114-70mmHg.皮 膚には

手掌紅斑, クモ状血管腫,黄 疸は認めなかった。眼球

結膜は軽度の黄染を認めた。胸部所見では,い肺 ともに

異常を認めず,腹 部所見でも肝牌は触れず,腹 水も認

めなかった。

入院時検査成績(表 1)tビ ツルビン,胆 道系酵素は

上昇していたが,経 皮経肝胆道 ドレナージにより減少

傾向にあった。肝予備能検査として行った ICG―Rmax,
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図 2 腫 瘍切除標本割面

左肝内胆管を中心に腫瘍の増生を認める.

図 3a 扁 平上皮癌像

b 腺 癌像

C PAP法 によりCEAが 染色された扁平上皮

癌組織

表 1 入 院時検査成績

朝的中

ICG‐Bmax,お よび Hepaplastin testはおのおの低下

を示 した。HBs抗 原は陰性,HBs抗 体は陽性であっ

画像診断 :昭和58年10月の経皮経肝胆道造影,腹 腔

動脈造影を図 1に示 した。経皮経肝胆道造影では,左

右肝内胆管は拡張し,左肝内胆管は肝門部で完全閉塞,

右肝内胆管もほぼ閉基していた.左 右の肝内胆管おの

おのよリドレナージが施行された.胆 汁細胞診では悪

性細胞を認めなかった。腹腔動脈造影では,左 肝動脈

に分岐部付近で不整を認めたが,腫 瘍濃染は認められ

なかった。

以上より,肝 門部腫易, とくに肝内胆管癌を疑い,

図 la 経 皮経肝胆道造影

b 腹 腔動脈造影,血 管壁不整 (矢印)を認める。
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11月25日手術を施行した。

手術所見 1肝硬変は認めず, ごく少量の腹水が認め

られた。腫瘍は左肝内胆管に沿って存在 し,直 径約4

cm,肝 下面に一部露出していたが,肝 外の動脈および

門脈への浸潤はなかった。肝十二指腸間膜 リンパ節に

腫脹を認めた。一部右肝管を含めた肝左葉切除を施行

し,右 肝内胆管空腸吻合 (P‐loop,Roux‐en‐Y)を 行っ

ツ(=.

肉眼および組織学的所見 !図 2の ように,害J面にて

腫瘍は左肝内胆管一次分校部を中心 として認められ,

4.4cm× 2.8cm,灰 白色調,弾 性硬で,肝 内胆管に沿っ

て発育,進 展していた。組織学的には,図 3-aの よう

に大型で異型性の認められる核 と,角 化の認められる

大きな胞体を持つ細胞によって腫瘍の大部分が占めら

れており,所 により癌真珠の形成がみられる扁平上皮

癌の組織像を呈 していた。一方で,腫 瘍の肝内胆管に

近い部分では,図 3-bの ような腺管構造を示 し胞体内

にはムチン陽性の物質が認められる腺癌の組織像を塁

してお り,周 辺になるに従って痛平上皮癌への移行が

認められた.

これ らの標本に PAP法 によるCEA,AFPの 組織

化学的検索を行った。CEAの 局在は,明 らかに腺管構

造を示す細胞の胞体内に強 く認められると同時に H‐

E染 色で腺癌 と扁平上皮癌の移行を示す部分や,明 ら

かな腺管構造の認められない部分にもその局在が認め

られた。さらに,扁 平上皮癌の形態を示す部分の細胞

間や胞体内にもその局在が認められた(図3-c)。AFP

はいずれの部分にもその局在は認められなかった。

なお,転 移 リンパ節の組織像は腺癌であった。

考  察

肝内胆管原発腺痛平上皮癌は,1971年 に Pianzola

らが“
MucOepidemoid carcinoma of the liverル  とし

て最初に報告りして以来,著 者 らが検索 した範囲では

これまでにわずか 7例 の報告を見 るにす ぎない。～"

(表2)。本症例を含めた 8例 について臨床像を検討す

ると,平 均発症年齢は61歳であ り,男 女比は 1対 1で ,

肝細胞癌および一般肝内胆管癌 と比べ,年 齢的にはな

ぼ同一,本 症の方が女性の比率が高 くなっている。主

訴では,胆 管炎症状が最も多 く,黄 痘がこれに次いで

いる。発生部位は,肝 左美および右葉のいずれにも等

しく発生している。予後は,一 般の胆管癌 と同様にき

わめて不良である。

腺扁平上皮癌の組織発生については諸説があるが,

代表的なものとして,異 所性扁平上皮由来説,腺 上皮
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表 2 肝 原発腺扁平上皮痛の報告例
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の扁平上皮化生説,腺 癌の痛平上皮化生説等があげら

れるll~ゆ
。これらの うち,同一病巣内で腺癌 と扁平上皮

癌 との間に移行像が認められるとい う点から,最 後の

説が諸家の支持を得ている。著者 らの症例においても,

この移行像は認められた。また,腫 瘍が発生したと考

えられる腫瘍中心部,す なわち左肝内胆管第 1次 分枝

の周囲に腺癌像が集中して見られ,そ れを囲むように

して周囲に扁平上皮癌への移行が認められたことは,

腺癌の扁平上皮化生説を支持する所見であると考えら

れた。

さらに,組織化学的検索では,一般にAFPは 肝細胞

癌や繊毛癌,あ る腫の腺癌に,また CEAは 広 く大腸癌

を含む腺癌組織の胞体内に分布すると考えられてお

り,扁平上皮癌においては細胞間にのみ PAP法 で im_

muno,reactiveな物質が染色されることがあるが,著

者 らの症例においての AFPお よびCEAの 組織内分

布の検索では,AFPの 局在は認められなかったが,

CEAは 広 く腺癌部分から移行部分,さ らには扁平上皮

癌 と思われる細胞の胞体内にもその局在が認め られ

た。この事実は, この腫瘍が肝細胞由来ではなく,本

質的に腺癌の性質を有するものであることを示唆する

所見であると考えられた。

また,転 移先の リンパ節の組織像が腺癌であったこ

とは,本 症が元来腺癌であったこととの間接的な証拠

とも考えられた.

本症の病因として,Hoら のは,肝 ジス トマ症の存在

との関連を示唆しているが,他 の種々の慢性刺激,例

えば先天的な形態異常による胆汁 うっ滞や結石の存在

等も考慮されている。著者らの症例では,結 石や肝ジ

ス トマの存在は認められなかった。

結  語

われわれは最近,59歳 女性の左肝内胆管に発生した

腺扁平上皮痛の一手術例を経験 したので報告 した。
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